
■新たな事業モデル構築へ
✔新たな収⼊源を確保する仕組み
・移動サービス単独での採算性確保のハードル

✔地域企業の⽅々と連携できる仕組み
・企業連携による利便性の⾼いサービス提供
に伴う、相乗効果・地域経済の活性化

✔地域住⺠の⽅々と⼀緒に創造する仕組み
・利⽤促進に繋がる仕組み
・サービス向上に向け、事業参画できる仕組み

１．既存の公共交通

AI BUS

サービス運営

２．地域の多様な輸送資源を活⽤
した新サービス

３．新しい交通サービス

４．地域の⽣活サービスとの連携

• 交通事業者が提供する路線バス等
の乗合サービス

• 地域内の多様な施設が保有する輸
送資源を地域内で共有し、交通事
業者への委託（ないし⾃主運⾏）
等により移動サービスを提供

• 地域のリアルタイムな需要に応じ
た個別輸送を実施するデマンド交
通等のサービス

• 地域内の施設、住⺠等が連携
して、⼀体的な組織を組成し、
移動サービス＋⽣活サービス
の連携事業を展開

商店連携

飲⾷店連携 病院連携

AI BUS

定時定路線輸送

Door to Door輸送

Door to Door輸送地域連携の総合的な運営体制

交通事業者＋システム事業者

地域組織+交通事業者

交通事業者

• 単なる移動⽀援ではなく、移動を中⼼にしながら「⽣活を⽀え、⽣活の質を向上させる」サービスの実現
• 移動サービスと⽣活サービスを連携による、外出促進・⽣活の効率化等の実現
• ２つのサービスが連携した新たな事業モデルを構築し、持続可能性を⾼める
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⽬指すサービス

従来サービス

移動サービスと⽣活サービスの連携

現状

新たな事業モデルの構築

移動サービスと⽣活サービスが連携した新たな事業モデルの構築：サービスイメージ



移動のきっかけとなる施設･店舗側のサービス提供地域に適した移動サービスの提供

サービス掛け合わせ・パッケージ化：付加価値のある新たな移動サービスの提供

【 新たな事業モデル 】
移動サービスと⽣活サービスの

掛け合わせによる新たな価値の提供 2

Ａ：移動サービス提供者
（例示）
・地域の交通事業者、ＡＩシステム等の事業者など
・上記をパッケージ提供・統括する事業者など
・その他の事業者

Ｂ：生活サービス提供者
（例示）
・地域の商業施設、病院、福祉施設など
・上記をアプリ等で統括する事業者など
・その他の事業者

Ｃ：サービス提供者
（サービス統合）

（例示）
・交通事業者、鉄道事業者、通信事業者、
商業施設、ＩＴ関係、金融関係など

地域住民

行政

連携

ビジネスモデルの仕組みづくり
に向けた総合調整

移動サービスと⽣活サービスが連携した新たな事業モデルの構築：連携イメージ

その他の提供者（基盤整備等）

・データ分析
・クロスセクター効果分析

・横断的サービス（プラットフォーマー）


